
 

 

 

 

 

 

 

  

横河電機株式会社 

2021 年 3 月期第 3 四半期決算説明会 

 

2021 年 2 月 9 日 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

1 
 

イベント概要 

 

[企業名]  横河電機株式会社 

 

[企業 ID]  6841 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 3 月期第 3 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2020 年度 第 3 四半期 

 

[日程]   2021 年 2 月 9 日 

 

[ページ数]  35 

 

[時間]   17:30 – 18:00 

（合計：30 分、登壇：8 分、質疑応答：22 分） 

 

[開催場所]  電話会議 

 

[登壇者]  取締役 専務執行役員 経営管理本部長 穴吹 淳一（以下、穴吹） 
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登壇 

 

 

穴吹：横河電機の穴吹です。よろしくお願いいたします。本日は、横河電機の決算説明のイベント

にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

それでは早速ではございますが、私から第 3 四半期決算の概要についてご説明を申し上げます。発

表資料をご覧頂きたいと思います。 
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資料 3 ページ目がポイントのページでございます。 

第 3 四半期実績は、売上は減収、営業利益は減益。サマリーとしまして、COVID-19 影響や為替影

響によりまして減収となっております。営業利益は主に減収により減益、四半期純利益について

は、前年にのれんの減損等を計上した反動がありまして、増益となっております。 

セグメント別は、制御は減収減益、計測は増収減益、航機その他は減収減益。 

地域別では、全地域で厳しい中、中南米が健闘しております。 

業種別では、COVID-19 の影響、昨年の大口の反動を受けまして、エネルギー関連業種は厳しい状

況となっています。 

通期業績予想、配当予想につきましては、今回修正をしておりません。 
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5 ページに移っていただきまして、決算サマリー（前年同期比）のページです。 

受注が 2,251 億円、売上高 2,697 億円、営業利益 238 億円、四半期純利益が 167 億円となってお

ります。それぞれの前年差異は、受注がマイナス 533 億円、売上がマイナス 276 億円、営業利益

がマイナス 43 億円で着地しております。 

増減率は記載の通りですが、為替影響と子会社譲渡影響を除きました、いわゆるオーガニック成長

では、受注は 14%マイナス、売上は 6.1%のマイナスとなっております。四半期純利益はポイント

のページで申し上げた通り、昨年の特別損失を計上した影響で増益となっておりまして、42 億円

プラス側に振れております。 
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6 ページ、営業利益分析（前年同期比）でございます。 

昨年の 3Q が 281 億円に対しまして、今年度 238 億円と、43 億円のマイナスとなっております。 

まず左から、減収に伴う粗利減でマイナス 81 億円となっておりまして、こちらが大きな減益要因

となっております。1 件特定の JOB で粗利率が悪化したものがあり、その影響もありまして、マイ

ナス 18 億円の粗利率の悪化要因となっております。 

実質販管費減でプラス 73 億円と、主に減収によって減益幅が広がったところを販管費減で補った

が、補いきれずという数字となっております。為替影響のマイナス 15 億円受けまして、最終的に

238 億円の営業利益となっております。 
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次の 7 ページが、セグメント別の受注・売上・営業利益になります。 

メインの制御事業ですが、受注・売上は COVID-19 や為替影響により大きく減少しておりまし

て、為替及び子会社譲渡影響を除いたオーガニックでは、受注がマイナス 15.1%、売上がマイナス

5.9%となっております。営業利益は前のページの全社の分析グラフとほぼ同じ内容となります

が、主に減収により減益となっております。 

計測事業は、売上は堅調ですが、ライフイノベーション事業の先行投資の影響で増収減益となって

おります。 

航機その他事業は、航空関連機器需要の低迷などにより、減収減益となっております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

9 
 

 

次に 8 ページ、制御地域別の受注・売上高です。 

左側の受注は、全地域で厳しい中、中南米については増加しております。売上につきましては、北

米を除いてほぼ全地域減少という内容です。大きくは、2Q までのトレンドと変わらない状況が続

いております。 
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9 ページは、制御業種別の受注高になります。 

下から、Upstream、Downstream、Chemical、Power、Water、Others と四半期ごとのトレンド

を並べておりますが、Upstream と Downstream を中心に、エネルギー関連業種のところで厳しい

状況が引き続いていております。 
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次に 10 ページが業績予想になります。 

年間の予想数字は受注 3,600 億円、売上高 3,750 億円、営業利益 300 億円で変更いたしておりませ

ん。 
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11 ページのセグメント別、12 ページの制御地域別の予想につきましても、修正なしということ

で、資料については 2Q の資料をそのまま据え置きさせていただいております。 
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13 ページ、株主還元についても変更はございません。 

 

私からの概要のご説明は以上でございます。ご質疑（P.31～）よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

15 
 

 

  



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

16 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

17 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

19 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

20 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

21 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

22 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

23 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

24 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

25 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

26 
 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

27 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

28 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

29 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

30 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

31 
 

質疑応答 

 

Q：今期の業績と来期の業績の考え方についてです。今期については通期計画据え置きということ

なので、4Q は制御の受注は約 990 億円必要になりますが、これは達成できるのでしょうか。もし

そうなら、どの地域や業種が計画達成に貢献すると見込んでいるのでしょうか。一方で、4Q の全

社の営業利益は約 60 億円しか出ない計算になりますが、3Q と同じように粗利率の悪い JOB を 4Q

でも見込んでいるのでしょうか。どのような悪化要因を見込んでいるのかご解説をお願いします。 

来期については、今期の制御の受注が前年比 15％減というのを踏まえた上で、どのように増収転

換できるのか、可能な範囲でご説明いただけると助かります。 

A：4Q の見通しですが、今の環境下では、残り 2 カ月の受注は例年以上に見えづらい状況が続い

ています。もう残り 2 カ月なので変動幅としては 3 カ月前よりも縮まっていると思いますが、お客

様の投資に対する最終的なディシジョンにどの程度時間がかかるのかが見極めきれていないため、

まだ期ズレするリスクが残っていると見ています。例年期ズレは生じていますが、確実性という意

味で言うと、COVID-19 がないときと比べて振れ幅は大きくなり得るという見方をしています。 

売上につきましても、COVID-19 前のベースと比べて振れ幅はある程度大きくなる可能性があると

見ています。工事進行基準で売り上がりますが、JOB の進捗がお客様側のご事情で遅れてくること

があり得るので、そこがまだ見極めきれてないと思っています。 

粗利率については、3Q で悪化していますが、これは特定の JOB において、COVID-19 の影響で、

お客様との納期設定がうまく調整できず、コスト高に見舞われたことが一過性の要因となっていま

す。4Q は順調に、通常どおりで推移すると見ています。 

来期への見立てですが、今年度がどの程度受注が積み上がるかが見えない中、来年度の見通しにつ

いて議論をしている最中です。今年度の受注見込み、売上見込みから考えると、当然ながら来年度

の期初受注残は、かなり低いところからスタートせざるを得ないと思っています。その中で、どれ

だけ当期受注、当期売上で盛り返えせるかというと、なかなか厳しい年になるのではないかという

予想で、来年度の計画を取りまとめているところになります。足元の受注環境は、1Q、2Q、3Q と

COVID インパクトは小さくなり始めています。4Q、それから来年度に向けて受注が回復してくる

ことを期待していますが、まだ力強いリカバリーというところまでは至っておりません。どのタイ

ミングでリカバリーしてくるかがまだ見極められてない中で、来年度の見通しは立てづらくなって

います。 
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いずれにしても、来年度については受注残が低いところからスタートすることは事実になりますの

で、厳しい年にはならざるを得ないと考えています。 

 

Q：制御の受注は、1Q、2Q、3Q の 700 億円台ぐらいが底で、4Q で 990 億円を受注できるかは別

にしても、今後回復傾向にはあるということ。逆に利益のほうは 3Q の粗利率悪化は一過性なの

で、4Q は通常の粗利には戻るだろうという理解でよろしいでしょうか。 

A：はい。そのとおりです。 

 

Q：4Q の受注見通しについて、地域別や業種別にもう少しご解説いただけますでしょうか。 

A：地域的には、中国は前年比でマイナスとなっていますが、やはり相対的に堅調です。システム

プロジェクト側は少し苦戦していますが、プロダクトは他の地域と比べるとかなり好調です。 

また、中南米も好調が持続しており、マイニングと紙パルプが牽引しています。 

その他の地域については総じて厳しい状況です。特に Upstream や Downstream などオイル＆ガ

スの業種を中心に非常に厳しい状況が引き続いている環境は、2Q から変わっておりません。少し

ずつ全体的に盛り返してきていますが、何か起爆剤のように一気に駆け上がるという雰囲気にはま

だなっていないように感じています。 

 

Q：政府のグリーン成長戦略の中での事業機会、特に水素やアンモニアについて、製造プラントな

どで既に実績を開示しておられますが、御社の制御の強みは発揮できるのでしょうか。現在の事業

規模、また今後の事業機会について可能な範囲でご紹介いただければと思います。 

A：水素、アンモニアはまだ先の、時間のかかる領域になりますので、今の時点でわれわれが具体

的に何かご説明できるところまでは至っておりません。当然のことながら水素、アンモニアはわれ

われの強みを活かせる、かつ長期的には伸びていく領域だと認識をしていますので、ここはしっか

りと技術革新の動向に注意しつつ、ビジネス機会になるという認識をして、今後取り組んでいく領

域だと考えています。 
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Q：スライド 24 ページ目、制御の金額別受注推移について、小口受注が 3Q で減少している背景

を教えてください。他社の受注が戻ってきていることから、お客様の投資が、設備のメンテナンス

や更新、もしくはアップグレードのようなもので動き出しているのではないかと考えていたのです

が、御社の状況を教えてください。 

A：何かネガティブ、ポジティブな要因は特になく、季節性によるものだと考えています。まだ受

注の回復が遅いかもしれませんが、大きく減少しているという感覚は持っておりません。 

 

Q：ある EPC が LNG 案件を受注したというニュースがありましたが、御社でも CAPEX 案件は動

き出しているのでしょうか。 

A：CAPEX 案件も全てが止まっているわけではなく、いろいろな商談は引き続き行っています。

お客様のディシジョンが遅れている傾向はまだ続いていますが、キャンセルはあまりありません。

そのため、将来に向けたパイプラインという意味で言うと、逆に蓄積しているという認識をしてい

ます。 

 

Q：先ほど、来期は厳しくならざるを得ないというようなコメントをされていましたが、考えられ

ている対策があれば、紹介していただけますでしょうか。 

A：非常に苦しい環境下の中ですが、来期に向けて受注をしっかりと獲得していく活動に注力して

いこうと考えています。縮こまって、例えばコストダウンにまい進するということではなく、当然

のことながら不必要なコストは削減することで、筋肉質な体制にしていく活動はやっていきます

が、やはりトップラインを伸ばすといったところはしっかりとやっていきたいと考えています。 

また、デジタルトランスフォーメーションや、お客様の新たな要望であるリモート、セキュリティ

へのニーズなど、そういったところのお客様の価値向上への提案は、われわれもソフトウェアの開

発をし、しっかりと武器を設けてやっていこうと考えています。もう既にお客様のサイトの価値を

上げるような、いわゆるコンサルティング的な話が進んでおり、今の環境下においてのお客様の課

題に向き合って受注を取りに行くという活動にまい進しているので、今後生きてくる話だと思いま

す。そのように受注を獲得する活動が、来年度、再来年度の実績に効いてくるという思いで、厳し

い環境下ですが、必要な先行投資はかけながら進めているところです。 
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事務局から 1 点ご連絡です。3 月 15 日 月曜日、10 時半から当社の中長期的な戦略、方向性の中

で、バイオエコノミー分野への取り組みや、ライフイノベーション事業の進捗などを中心にご説明

する機会を設けます。詳細は別途メールにて皆様にご連絡をいたしますので、ご予定のほどお願い

申し上げます。 

以上で電話会議を終了いたします。本日はご参加ありがとうございました。 

 

［了］ 
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フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
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